
平

成

五

條

市

議

会

第

四

回

十

二

月

定

例

会

会

議

録
（
第

五

号
）

十

九

年

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

平
成
十
九
年
十
二
月
十
七
日
（
月
曜
日
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

議

事

日

程
（
第

五

号
）

平
成
十
九
年
十
二
月
十
七
日

午
前
十
時
開
議

第

一

議
第
六
十
三
号

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第

二

議
第
六
十
四
号

平
成
十
九
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
議
定
に
つ
い
て

第

三

同
第

十
二
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

第

四

同
第

十
三
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

追

加

日

程
（
第

六

号
）

第

一

選
第

三
号

議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

選
第
三
号

議
長
選
挙
に
つ
い
て
上
程
ま
で

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

出
席
議
員
（
二
十
一
名
）

一
番

西

本

幸

洋

二
番

太

田

好

紀

三
番

川

村

家

廣



四
番

藤

冨

美

恵

子

五
番

池

上

輝

雄

六
番

益

田

吉

博

七
番

山

田

由

比

己

八
番

山

田

澄

雄

九
番

峯

林

宏

政

十
番

西

尾

彦

和

十
一
番

北

山

和

生

十
二
番

山

本

久

和

十
三
番

花

谷

昭

典

十
四
番

佐

久

間

正

己

十
五
番

寺

本

保

英

十
六
番

樫

塚

凱

一

十
七
番

黄

木

英

夫

十
八
番

土

井

康

嗣

十
九
番

榮

林

末

次

二
十
番

大

谷

龍

雄

二
十
一
番

田

原

清

孝

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

欠
席
議
員
（
な
し
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

説
明
の
た
め
の
出
席
者



市
長

吉

野

晴

夫

副
市
長

榮

林

勝

美

教
育
長
職
務
代
行
者

橋

本

重

夫

市
長
公
室
長

岡

本

和

人

総
務
部
長

上

山

保

見

生
活
産
業
部
長

林

正

信

西
吉
野
支
所
長

森

本

康

元

大
塔
支
所
長

竹

本

重

博

消
防
本
部
次
長

東

正

章

会
計
管
理
者

堤

好

文

水
道
局
長

阪

ノ

上

武

則

財
政
課
長

堂

阪

賢

治

秘
書
課
長

田

中

衛

庶
務
課
長

大

垣

賢

治

企
画
調
整
課
長

山

下

正

次

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

事
務
局
職
員
出
席
者

事
務
局
長

長

田

雅

光

事
務
局
次
長

乾

旬

事
務
局
主
任

西

峯

久

美

事
務
局
主
任

笹

谷

豊

速
記
者

柳

ヶ

瀬

五

美



─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

午
前
十
時
四
十
分
再
開

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
た
だ
い
ま
か
ら
、
去
る
十
四
日
の
散
会
前
に
引
き
続
き
本
会
議
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
議
が
成
立
い
た
し
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─-

─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
本
日
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
付
済
み
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

配
付
漏
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
─
─
。

こ
れ
よ
り
日
程
に
入
り
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
日
程
第
一
、
本
日
提
出
さ
れ
ま
し
た
議
第
六
十
三
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
件
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
議
第
六
十
三
号

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
岡
本
市
長
公
室
長
。

〔
市
長
公
室
長

岡
本
和
人
登
壇
〕

○
市
長
公
室
長
（
岡
本
和
人
）
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
上
程
い
た
だ
き
ま
し
た
議
第
六
十
三
号
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

職
員
の
給
与
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
国
の
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
国
家
公
務
員
の
給
与
が
改
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
議
会
の
御
議
決
を
い
た
だ
き
、
国
に
準
じ
給
与
の

改
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、
八
月
に
人
事
院
の
給
与
改
定
の
勧
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
十
二
月
定
例
会
準
備
期
間
ま
で
に
国
家
公
務
員
の
給
与
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

本
市
の
給
与
条
例
を
改
正
す
る
条
例
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
御
存
じ
の
と
お
り
、
今
国
会
は
審
議
す
る
議
案
が
多
く
、
国
家
公
務
員
の
給
与
を
改
正
す
る

法
案
が
可
決
さ
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
先
般
可
決
さ
れ
、
十
一
月
三
十
日
施
行
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
追
加
議
案
と
し
て
提
出
を
さ
せ
て
い
た
だ
い



た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
平
成
十
九
年
の
人
事
院
勧
告
の
概
要
は
、
民
間
企
業
と
の
給
与
格
差
一
千
三
百
五
十
二
円
の
〇
・
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
埋
め
る
た
め
、
初
任
給
を
中
心
に

若
年
層
に
限
定
し
た
給
料
月
額
の
引
き
上
げ
、
子
供
な
ど
に
係
る
扶
養
手
当
の
月
額
を
五
百
円
引
き
上
げ
、
勤
勉
手
当
を
年
間
〇
・
〇
五
箇
月
分
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

給
料
月
額
及
び
扶
養
手
当
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
四
月
に
さ
か
の
ぼ
り
、
ま
た
、
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
十
二
月
期
で
引
き
上
げ
調
整
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

議
案
書
の
二
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
条
は
、
給
与
条
例
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
扶
養
手
当
の
子
な
ど
の
月
額
を
五
百
円
引
き
上
げ
、
「
六
千
円
」
か
ら
「
六
千
五
百
円
」
と
す
る
こ
と
と
、
改
定
に
伴
う

文
言
の
整
理
、
第
七
条
第
二
項
、
第
三
項
の
文
言
の
一
部
に
つ
い
て
も
整
理
し
、
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
勤
勉
手
当
の
支
給
を
、
現
行
「
一
〇
〇
分
の
七
二
・
五
」
か
ら
〇
・
〇
五
引
き
上
げ
、
「
一
〇
〇
分
の
七
七
・
五
」
に
改
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

別
表
の
給
料
表
に
お
い
て
も
、
一
級
一
号
給
か
ら
六
十
八
号
給
、
二
級
一
号
給
か
ら
三
十
六
号
給
、
三
級
一
号
給
か
ら
十
六
号
給
ま
で
の
給
料
月
額
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

議
案
書
九
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
条
は
、
第
一
条
で
改
正
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
平
成
十
九
年
十
二
月
期
の
勤
勉
手
当
を
「
一
〇
〇
分
の
七
七
・
五
」
を
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、
六
月
期
と
十
二
月
期
の

支
給
率
を
同
様
に
す
る
た
め
、
「
一
〇
〇
分
の
七
五
」
に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

附
則
の
第
一
項
は
、
こ
の
改
正
す
る
条
例
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
、
第
二
条
の
規
定
に
お
い
て
は
平
成
二
十
年
四
月
一
日
の
施
行
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

第
二
項
は
、
第
一
条
の
規
定
の
適
用
日
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

扶
養
手
当
及
び
給
料
表
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
り
適
用
し
、
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
十
二
月
期
で
調
整
支
給
す
る
た
め
、
十
二
月
一
日
に

適
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
三
項
及
び
第
四
項
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
給
料
の
異
動
等
が
あ
っ
た
場
合
の
規
定
、
第
五
項
は
改
正
前
に
支
給
し
た
給

与
は
改
正
後
の
給
与
の
内
払
い
で
あ
る
規
定
、
第
六
項
は
改
正
す
る
条
例
の
施
行
に
関
し
て
の
必
要
事
項
を
規
則
に
委
任
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
審
議
を
い
た
だ
き
、
御
議
決
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
─
─
。

質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
討
論
並
び
に
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
、
討
論
並
び
に
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
案
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
二
、
本
日
提
出
さ
れ
ま
し
た
議
第
六
十
四
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
件
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
議
第
六
十
四
号

平
成
十
九
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
議
定
に
つ
い
て
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
上
山
総
務
部
長
。

〔
総
務
部
長

上
山
保
見
登
壇
〕

○
総
務
部
長
（
総
務
部
長
）
た
だ
い
ま
上
程
い
た
だ
き
ま
し
た
議
第
六
十
四
号

平
成
十
九
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
に
つ
き
ま
し
て
、
提
案
理
由
の
御
説
明

を
申
し
上
げ
ま
す
。

別
冊
の
補
正
予
算
（
第
四
号
）
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
七
百
二
十
一
万
七
千
円
の
追
加
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
歳
入
歳
出
の
予
算
額
は
そ
れ
ぞ
れ
百
八
十
二
億
四
千
九
百
四
十
五
万
一
千
円



と
な
り
ま
す
。

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
七
ペ
ー
ジ
を
御
覧
願
い
ま
す
。

主
な
も
の
に
つ
い
て
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
御
了
承
願
い
ま
す
。

二
款
総
務
費
、
二
項
徴
税
費
、
二
目
賦
課
徴
収
費
、
二
十
三
節
償
還
金
利
子
及
び
割
引
料
七
百
万
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過
年
度
分
の
過
誤
納
還
付
金
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
、

追
加
を
行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

六
款
商
工
費
、
一
項
商
工
費
、
六
目
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
費
、
十
一
節
需
用
費
二
百
万
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
き
す
み
館
」
の
熱
交
換
器
等
の
修
繕
費
を
計
上
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

七
款
土
木
費
、
五
項
住
宅
費
、
二
目
公
営
住
宅
建
設
費
、
十
五
節
工
事
請
負
費
四
百
十
万
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
田
中
団
地
の
ガ
ス
管
入
替
工
事
費
を
計
上
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

八
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。

九
款
教
育
費
、
六
項
社
会
教
育
費
、
十
二
目
文
化
財
保
護
費
、
十
九
節
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
三
千
万
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
う
ち
の
の
館
」
の
管
理
運
営
補
助
金
を
計

上
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
の
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
額
寄
附
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。

十
款
災
害
復
旧
費
、
二
項
農
林
業
施
設
災
害
復
旧
費
、
二
目
農
地
災
害
復
旧
費
、
十
五
節
工
事
請
負
費
三
百
八
十
四
万
四
千
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
宇
智
地
区
の
農
地
災
害

復
旧
工
事
費
を
計
上
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
し
ペ
ー
ジ
が
戻
り
ま
す
が
、
四
ペ
ー
ジ
の
事
項
別
明
細
書
の
総
括
に
よ
り
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

十
二
款
分
担
金
及
び
負
担
金
で
百
九
十
七
万
八
千
円
、
十
四
款
国
庫
支
出
金
で
百
九
十
万
八
千
円
、
十
五
款
県
支
出
金
で
百
九
十
七
万
八
千
円
、
十
七
款
寄
附
金
で
四
千
万
円
、

十
九
款
繰
越
金
で
百
三
十
五
万
三
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
、
歳
入
歳
出
の
均
衡
を
図
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
で
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
上
、
御
議
決
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
─
─
。



質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
討
論
並
び
に
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
、
討
論
並
び
に
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
案
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
、
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
三
、
同
第
十
二
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
件
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
同
第
十
二
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
吉
野
市
長
。

〔
市
長

吉
野
晴
夫
登
壇
〕

○
市
長
（
吉
野
晴
夫
）
五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
を
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
上
程
い
た
だ
き
ま
し
た
同
第
十
二
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
り
ま
し
た
御
勢
久
右
衛
門
委
員
が
、
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
に
死
去
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
任
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

後
任
と
し
て
、
赤
井

猛
氏
を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

同
氏
は
、
人
格
も
高
潔
で
、
教
育
及
び
文
化
に
お
い
て
も
深
い
見
識
が
あ
り
、
人
望
も
厚
く
、
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
適
任
者
で
あ
り
ま
す
。

御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ど
う
か
議
員
各
位
の
満
場
一
致
の
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
（
「
二
十
番
」
の
声
あ
り
）
二
十
番
大
谷
龍
雄
議
員
。

○
二
十
番
（
大
谷
龍
雄
）
上
程
さ
れ
ま
し
た
同
第
十
二
号
の
赤
井

猛
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
問
題
が
あ
る
と
私
は
判
断
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
推
薦
さ
れ
ま
し
た
吉

野
晴
夫
市
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
在
地
方
自
治
法
第
百
条
に
基
づ
く
調
査
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
平
成
十
九
年
五
條
市
議
会
第
二
回
六
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
対
す
る

市
長
の
答
弁
虚
偽
疑
惑
に
関
す
る
事
項
と
、
そ
し
て
、
吉
野
市
長
の
公
職
選
挙
法
違
反
疑
惑
に
関
す
る
事
項
の
二
つ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
今
、
調
査
が
行
わ
れ
て
お
る
最
中
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
疑
惑
が
晴
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
吉
野
市
長
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
こ
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
退
席
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

採
決
に
当
た
り
ま
し
て
は
棄
権
の
態
度
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
議
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
よ
ろ
し
く
取
り
計
ら
い
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
井
康
嗣
議
員
の
発
言
を
許
し
ま
す
。
十
八
番
土
井
康
嗣
議
員
。

〔
十
八
番

土
井
康
嗣
登
壇
〕

○
十
八
番
（
土
井
康
嗣
）
た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
て
お
り
ま
す
同
第
十
二
号
の
同
意
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。

こ
の
案
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
七
月
の
第
一
回
臨
時
会
と
九
月
の
第
三
回
定
例
会
に
提
案
さ
れ
、
起
立
採
決
の
結
果
、
否
決
さ
れ
た
案
件
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
市
長
か
ら
は
議
会
に
対
し
て
何
ら
説
明
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
今
回
、
同
じ
内
容
で
の
同
意
を
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
こ
の
同
意
案
件
に
つ
い
て
反
対
を
表
明
し
、
私
の
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
案
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
原
案
の
と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に
、
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
起
立
少
数
で
あ
り
ま
す
。



よ
っ
て
本
案
は
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
四
、
同
第
十
三
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
件
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
同
第
十
三
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
吉
野
市
長
。

〔
市
長

吉
野
晴
夫
登
壇
〕

○
市
長
（
吉
野
晴
夫
）
た
だ
い
ま
上
程
い
た
だ
き
ま
し
た
同
第
十
三
号

五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
教
育
委
員
会
委
員
で
あ
り
ま
し
た
田
村
幸
子
教
育
長
が
平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
任
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
同
意
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

後
任
と
し
て
、
伊
藤

中
氏
を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

同
氏
は
、
人
格
も
高
潔
で
、
特
に
教
育
指
導
に
お
き
ま
し
て
は
精
通
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
、
文
化
に
も
深
く
見
識
の
あ
る
方
で
す
。
ま
た
、
人
望
も
厚
く
、
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
適
任
者
で
あ
り
ま
す
。

御
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ど
う
か
議
員
各
位
の
満
場
一
致
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
（
「
二
十
番
」
の
声
あ
り
）
二
十
番
大
谷
龍
雄
議
員
。

○
二
十
番
（
大
谷
龍
雄
）
伊
藤

中
氏
お
か
れ
ま
し
て
は
問
題
あ
る
方
と
私
は
判
断
し
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
同
第
十
二
号
と
同
じ
理
由
を
も
ち
ま
し
て
、
退
席
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
採
決
に
当
た
り
ま
し
て
は
棄
権
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
議
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
取
り
計
ら
い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
井
康
嗣
議
員
の
発
言
を
許
し
ま
す
。
十
八
番
土
井
康
嗣
議
員
。



〔
十
八
番

土
井
康
嗣
登
壇
〕

○
十
八
番
（
土
井
康
嗣
）
た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
て
お
り
ま
す
同
第
十
三
号
の
同
意
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。

こ
の
案
件
に
つ
き
ま
し
て
も
本
年
七
月
の
第
一
回
臨
時
会
と
九
月
の
第
三
回
定
例
会
に
提
案
さ
れ
、
起
立
採
決
の
結
果
否
決
さ
れ
た
案
件
で
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
案
件
に
対
す
る
討
論
と
同
じ
理
由
か
ら
、
本
同
意
案
件
に
つ
き
ま
し
て
も
反
対
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
案
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
原
案
の
と
お
り
同
意
す
る
こ
と
に
、
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
起
立
少
数
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
本
案
は
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
議
事
の
都
合
に
よ
り
、
副
議
長
と
交
替
い
た
し
ま
す
。

〔
議
長
退
席
、
副
議
長
着
席
〕

○
副
議
長
（
佐
久
間
正
己
）
議
長
の
職
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

寺
本
保
英
議
員
か
ら
、
議
長
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
こ
の
際
議
長
辞
職
の
件
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
す
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「

異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
副
議
長
（
佐
久
間
正
己
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
際
、
議
長
辞
職
の
件
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
寺
本
保
英
議
員
の
退
場
を
求
め
ま
す
。



〔
寺
本
保
英
議
員
退
場
〕

○
副
議
長
（
佐
久
間
正
己
）
ま
ず
、
そ
の
辞
職
願
を
事
務
局
長
に
朗
読
さ
せ
ま
す
。

〔
事
務
局
長
朗
読
〕

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

五
條
市
議
会
副
議
長
殿

五
條
市
議
会
議
長

寺

本

保

英

辞

職

願

こ
の
た
び
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
議
長
を
辞
職
し
た
い
の
で
許
可
さ
れ
る
よ
う
願
い
出
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
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─
─
─
─
─
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─
─
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─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
副
議
長
（
佐
久
間
正
己
）
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
寺
本
保
英
議
員
の
議
長
の
辞
職
を
許
可
す
る
こ
と
に
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
副
議
長
（
佐
久
間
正
己
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
寺
本
保
英
議
員
の
議
長
の
辞
職
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

寺
本
保
英
議
員
の
入
場
を
許
し
ま
す
。

〔
寺
本
保
英
議
員
入
場
〕

○
副
議
長
（
佐
久
間
正
己
）
た
だ
い
ま
議
長
が
欠
員
と
な
り
ま
し
た
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
こ
の
際
、
議
長
の
選
挙
を
日
程
に
追
加
し
、
選
挙
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
副
議
長
（
佐
久
間
正
己
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
際
、
議
長
の
選
挙
を
日
程
に
追
加
し
、
選
挙
を
行
う
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
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─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
副
議
長
（
佐
久
間
正
己
）
追
加
議
案
及
び
日
程
を
配
付
さ
せ
ま
す
。



追
加
議
案
及
び
日
程
の
配
付
漏
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
―
―
。

配
付
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

こ
れ
よ
り
日
程
に
入
り
ま
す
。

─
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─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
副
議
長
（
佐
久
間
正
己
）
追
加
日
程
第
一
、
選
第
三
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）

選
第
三
号

議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
。

地
方
自
治
法
第
百
三
条
の
規
定
に
よ
り
本
市
議
会
議
長
の
選
挙
を
行
う
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
七
日
提
出

五

條

市

議

会
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─
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─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
副
議
長
（
佐
久
間
正
己
）
意
見
調
整
の
た
め
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
一
時
五
分
休
憩
に
入
る


